
令和５年度富山県国民保護共同訓練の実施（案）

＜日時＞11月7日(火)10:15～16:30(予定)

＜場所＞

図上訓練：富山県防災危機管理センター5階大会議室、

射水市役所庁舎等

実動訓練：太閤山ランド(ファミリースポーツプラザ等)

＜主催＞内閣官房、消防庁、富山県、射水市

＜参加機関＞ 24機関（富山県、射水市、自衛隊等）

＜参加者＞ 約100人（予定） 1



＜事態想定＞

① 11月7日早朝、富山新港火力発電所内の石油コンビ
ナート施設で爆破火災事案が発生
〇石油コンビナート爆破事案は武装勢力の一部による可能性
があり、武装勢力の総数は１０数名で自動小銃や爆発物を
所持しているものと見込まれる。

〇国の情報収集分析により、武装勢力は射水市内の太閤山
住宅街に住民と混在して潜伏していると推定。

② 国（政府）が緊急対処事態と認定し、富山県と
射水市に緊急対処事態対策本部が設置 2



＜図上訓練：各本部会議等のポイント＞

〇富山県対策本部会議（本部長：知事）

避難指示の決定、伝達

〇射水市対策本部会議（本部長：市長）

避難実施要領の決定
3



＜実動訓練のポイント＞
〇一時集合場所訓練
（太閤山ランドファミリースポーツプラザ）

※住民避難受付＜１次スクリーニング（本人確認等）＞

〇乗車確認所訓練(避難待機場所)
（太閤山ランドファミリースポーツプラザ内及び周辺道路上）

※輸送手段への案内＜2次スクリーニング（持物検査等）＞

〇避難所設置訓練
（太閤山ランドふるさとパレス）

※避難住民の引継ぎ ＜安否情報の確認等＞
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〇現地調整所訓練
（太閤山ランドファミリースポーツプラザ内に設置）

※富山県、射水市及び関係機関による

現地調整所における住民の避難誘導状況の把握

（※避難者移動状況確認プログラムにより把握）
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〇避難誘導訓練

想定上：射水市内避難所（陸上（バス）輸送）

避難待機場所

（太閤山ランドファミリースポーツプラザ内）

避難所（太閤山ランドふるさとパレス）



〇避難者移動状況確認プログラムについて

○住民情報をスマ
ホ等で登録

○避難者の移動状
況をバーコード
で読み取り、本
部で把握

○R5年度サンド
ボックス予算の
活用 7


